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核医学および MRIの所見が診断上有用

であった骨髄線維症の 1例
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要 旨

中年女性の骨髄線維症1症例を経験し,種々の核

医学的検査知見を得た｡変性性骨増殖を反映してテ

クネシウム 99m-MDPによる骨シンチグラフィ

(骨シンチ)は長管骨端の異常集積を示し,塩化イ

ンジウム111による骨髄シンチグラフィ (骨髄シン

チ)は全体的な骨髄への集積減少と,髄外造血を示

唆する肥大した肝 ･牌への集積増加を示した｡興味

あることにクエン酸ガリウム67による腫癌シンチ

グラフィ(Ga-67)は全身的な骨髄への集積異常増加

を示した｡さらに MRI像は骨髄線維化の程度を反

映し,脂肪成分の減少を示す筋肉と同程度の Tl緩

和時間延長を示した｡骨髄線維症の進行程度の診断

には核医学的診断のみならず MRIも有力な手段と

なり得ると考えられた｡

はじめに

われわれは骨シンチ･Ga-67･骨髄シンチにおいて

特徴的な所見を呈し,さらに MRI像が骨髄変性を

忠実に描出したと考えられる骨髄線維症の興味ある

1例を経験したので報告する｡

症 例

症例は45歳の女性で主訴は出血傾向である｡腹

部単純Ⅹ線写真では肝･牌の腫大が認められた｡骨

シンチ (Fig.1)では四肢の長管骨骨端に異常集積

が認められ,Ga-67(Fig.2)では全身の骨-の集積

が異常に高く認められた｡骨髄シンチ (Fig.3)で
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cle.は骨髄への集積が低 く,肝 ･牌

-の異常集積が認められた｡MRIの Tl強調画

像では骨髄の信号強度が低 く,Fig.4に示すごとく筋肉と同程度であっ

た｡末梢血では赤血球の大小不同,-ル

メット細胞 ･涙滴細胞 ･赤芽球が認められ,骨髄の

増殖性疾患が示唆された｡骨髄穿刺ではドライ ･タッ


